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おわりに

は じ め に

本稿は「香港廣東銀行」（１９１２年創業，以下「廣

東銀行」と省略）の興亡史を通じて，近代の広

東系華人が，広域間で展開した経済活動の一端

を考察するものである。

廣東銀行は，香港の華人資本が全額出資で創

設した最初の銀行であった（注１）。それは華人の

郷党，実業，革命の三角関係から生まれ，その

広域展開に依拠して発展し，最終的には基盤と

した経済圏や商業ネットワークの衰退とともに

破綻した。この華人系銀行の軌跡からは，１９世

紀後半から２０世紀前半の広東系華人が，境界を

越えて地域空間を結び，活動した様相が明らか

になる。

従来，近代のアジア太平洋における外国銀行

の研究は進展しており，また中国系銀行につい

ても中国銀行などの半官半民銀行の研究が進展

している（注２）。しかし，この地域に大きなイン

パクトを与えた華人の活動を背景に，香港を中

継地として展開した華人系銀行については，ほ

とんど研究が進展していない。その代表例であ

廣東銀行の興亡
──近代華人資本の銀行業展開とその限界──

ひさ すえ りょう いち

久 末 亮 一

《要 約》

廣東銀行は，広東系華人の北米－広東間の金融サービス需要を基礎に，１９１２年に設立された。また

この設立は，広東省四邑・香山の同郷者で，多くが広東－北米間貿易商「金山荘」を経営し，また孫

文の革命運動を支援した集団が推進したように，郷党，実業，革命という要素も背景とした。廣東銀

行は，広東系華人の広域商業ネットワークに沿う形で業務を展開し，着実に成長する。しかし，華人

経済を中継する経営構造ゆえに，１９３０年代前半の世界的経済不況と，中国の金融環境悪化から打撃を

受けて破綻。後に宋子文率いる官僚資本が再建するが，それは１９世紀半ば以降，アジア太平洋に展開

した華人と連動し，比較的独自性の強い経済圏を築いてきた華南が，国民政府の経済建設により全国

的枠組に組み込まれつつあったことを象徴していた。廣東銀行の歴史は，近代アジアで形成された半

強制的自由経済の枠組みのなかで，広東系華人が境界を越えて地域空間を結ぶことで縦横に活動しつ

つも，２０世紀前半の枠組み変化により衰退していった軌跡を象徴するものであった。

──────────────────────────────────────────────
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る廣東銀行については，先行研究でも歴史的重

要性は認識されていた（注３）。しかし具体的な研

究は，基礎資料の散逸からほとんど存在しなか

った。また廣東銀行以外の華人系銀行の歴史に

ついても，必ずしも研究は進展していない。そ

れらは一般的な行史が多く（注４），華人系銀行が

広域間展開した役割やダイナミクスを解き明か

すまでには至っていない。

本稿では金融史・経済史の側面を基礎に置き

ながら，廣東銀行の展開を多面的な考察によっ

て掘り起こす。これによって従来の研究空白を

埋めると同時に，１９世紀のアジアで形成された

半強制的自由経済の枠組みのなかで，近代の広

東系華人が境界を越えて地域空間を結びながら

活動を展開しつつも，２０世紀前半に中国で進行

した枠組み変化から衰退していった軌跡を明ら

かにしたい。

本稿の構成は以下のとおりである。第Ⅰ節で

は，創設の背景となった北米華人と広東の金融

関係，香港での創業を支援した人脈の様相など

を考察し，さらに具体的な設立過程，辛亥革命

後の広東財政支援への関与とその挫折などを描

く。第Ⅱ節では，創設後の廣東銀行における業

務の諸側面に焦点をあてながら，その経営の発

展，推移，転機を明らかにする。第Ⅲ節では，

資産・利益データの推移比較から成長の限界を

確認し，廣東銀行の抱えた構造的限界を踏まえ

つつ，その破綻と再建の経緯をたどる。

Ⅰ 創設──郷党，実業，革命の三角関係

１．創業の背景──北米華人と広東の金融関

係

１９世紀半ば，広東の珠江デルタ流域圏から送

出された大量の移民は，多くが香港経由で北米，

中南米，東南アジア，オセアニアに向かう。特

に北米への移民は，ゴールドラッシュや大陸横

断鉄道建設による労働力需要，移民ブローカー

による契約労働を背景に急増する。たとえばカ

リフォルニアの華人人口は，１８４０年代後半に５０

人前後であったが，５２年には約２万５０００人に増

加し，８０年には北米全体で１０万人を超えた［潘

１９９８，２６１］。

華人社会の発展に伴い，その経済活動も活発

化した。特に移民先でも伝統的な生活様式を保

持した華人のため，諸物産を輸出入する「金山

荘」と呼ばれた貿易業者が急速に成長した（注５）。

金山荘は香港を中継して広東との間で，同族・

同郷などの紐帯を軸とした商業ネットワークを

構築した。このため金山荘は香港でも重要な位

置を占め，１８７０年代には約３０軒，１９世紀末には

約１００軒，１９２０年代には約２８０軒まで増加する［馮

１９９７，２２］。

金山荘の主力は貿易であったが，移民関連の

労働力差配，郵便，送金などにも関与した。特

に送金では，華人社会で資本・信用の優位であ

った金山荘が，広東への送金窓口として関与し

た（注６）。しかし金山荘は，北米－広東間の遠隔

地間送金を実際に処理する能力はなかった。そ

こで外国銀行の為替送金を用いる方法が一般的

となり，外国銀行と華人は相互補完の関係を形

成する（注７）。すなわち遠隔地間を結ぶ金融技術

を駆使した「銀行」のネットワークと，血縁，

地縁，業縁という地場の伝統的紐帯に基づき活

動する「金山荘」のネットワークによる相互補

完である［久末２００４，３３０―３３１］。

しかし，２０世紀初頭には華人の資本蓄積が進

展し，また外国銀行の手法を習得することで，
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自身の「銀行」を創設する動きが始まる。その

先駆が１９０７年にサンフランシスコで創業した

「金山正埠廣東銀行」（Canton Bank of San Fran-

cisco，以下「金山廣東銀行」と省略）である。同

行は１９０７年，The International Banking Corpora-

tionとRusso−Asiatic Bankに勤務した陸蓬山（広

東省香山人）（注８）が主導し，多数の華人の賛同

を得てカリフォルニア州登記の銀行として設立

された。設立趣意書［麥１９９２，９４―９５］は次の

ように記す。

商戦の世では銀行を以て富強の基とする。

（中略）華僑商業はサンフランシスコで繁

栄しているにも関らず，未だに銀行が創業

されていない。利権は外部に失われること

になって久しく，外国人からは我々の愚か

さを密かにあげつらわれている。我らはこ

うした利を自ら計ることなく，銀行業にお

ける貸付や為替の利便を失ってきた。（中

略）株式を募集せず創業をおこなわねば，

利権はついに失われる。ゆえに祖国の富強

を謀り，外国人の誹りを免れねばならない

上記内容は華人が銀行を持たない損失を訴え

るなど，民族色を強く打ち出している。事実，

北米華人の金融サービス需要は旺盛で，同行は

設立当初から華人社会の支持を受けて急速に成

長した。一方で，同行は業務拡大に伴う問題も

抱えていた。当時，アメリカ銀行法は州立銀行

の州外・海外での活動を制限しており，有望な

収益源となるはずの広東への送金業務に困難が

発生した。この解決のため，金山廣東銀行は広

東の対外窓口である香港に直接的に資本関係の

ない，しかし連動する新銀行の設立を模索する。

２．香港の四邑・香山系人脈

１９０９年，金山廣東銀行の陸蓬山は新銀行設立

のため香港に赴く。そこで頼りとしたのが，同

じくアメリカから戻った広東省四邑・香山の同

郷人であった。彼らは北米で三邑（南海，番禺，

順徳）の郷党と覇を競った集団で（注９），一部は

香港や広東に戻った後も，アメリカの同郷人と

緊密な関係を維持して商業に従事した。その結

束は強く，不買運動，義捐活動，政治活動，社

会団体の組織，故郷の開発投資にも積極的であ

った（注１０）。

特に際立った活動が，孫文の革命運動への一

貫した支援である。孫文の革命運動は幾度もの

挫折を経ているが，その度に各地の華人が支援

したことは知られている。なかでも香港の四邑

・香山系人脈は革命運動を一貫して支援し，香

港「四邑商工總局」はその中心であった。この

指導的人物が李�堂（広東省新寧人）であった。

李�堂は１８５０年に生まれ，１８歳でアメリカの

叔父を頼って移住する。アメリカで商業経験を

積んだ後に香港に戻り，「金利源」「永利源」と

いう金山荘を興して成功する［呉１９３７，７―８；

李１９６６］。そして次第に近代型企業の創業に意

欲を強め，郷党人脈を活用して保険，銀行，商

社，電力，鉄道，汽船，工業，百貨，ホテルな

どのへ出資・経営に関与した。

またその関心は政治にも向かい，同盟会への

加入以降，同郷人を動員して革命運動に積極的

に貢献する（注１１）。彼が初代会長の「四邑商工總

局」は公然と革命を支持し，「金利源」は香港

の革命派集会地として軍資金・武器調達の拠点

となった（注１２）。そして１９１１年１０月に広東が独立

を宣言すると，李�堂は広東省財政司に任命さ

れ，約半年後の辞任まで多額の資金調達に奔走

する（注１３）。このように革命運動を熱心に支えた

香港の同盟会，特に李�堂を中心として郷党，
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実業，革命という要素の交錯した人脈の支援は，

革命成就の重要要素であった。香港の廣東銀行

は，この李�堂を中心とするグループの支援に

基づき創業された。

３．香港における廣東銀行の創業

１９１１年１１月，香港での廣東銀行の設立に関し

「金山大埠廣東銀行」名義で株式募集趣意書が

発表される。設立意義を趣意書［外務省在香港

総領事館１９１２a］は次のように記述する。

遠くの地で商業活動を行なう我らが華人

も，また香港を交易の地とする。それにも

かかわらず，自ら整った銀行を創業できず，

利権が外国に流出するのは誠に遺憾である。

数年前，米国サンフランシスコで開業した

廣東銀行は，利便を提供して専ら利権を挽

回し，創業以来の成果は著しい。ただ香港

のみ未だ機運に呼応していない。ゆえに同

志を糾合して銀行を創業し，迅速な交易を

図ることは，同胞に利益をもたらす

その内容は金山廣東銀行と同様に，金融利権

が外国資本に流れることを憂い，華人自身によ

る銀行設立の必要性を唱える内容となっている。

同行の主要業務は「第壱章宗旨」に記され，

「本公司は同志を糾合して資本を集め，金山廣

東銀行や内外各地との為替を手掛け，本港の貿

易金融や金融業者の手掛ける各種事業をおこな

い，利権挽回を旨とする」とあるように，陸蓬

山が当初計画したとおり，主として香港と内外

各地，特に金山廣東銀行との間の為替送金や貿

易金融にあった。

具体的な設立・経営に関しては「第八章辧法」

に次のように示される。（１）香港会社法に基づ

き資本金２００万ドルの有限会社を設立登記する，

（２）４万株を発行し，仮に申込者多数の応募超

過の場合は衆議を経て増資を可能とする，（３）

銀行の経営管理者に重視するのは，背景が確か

であり品行方正な者であること，（４）１３名定員

の董事会を設置し，年１回の株主総会で改選。

本年度董事は次のとおり。陸蓬山氏，李�堂氏，

唐溢川氏，馬應彪氏，�仲澤氏，李寶龍氏，唐

麗泉氏，劉其華氏，林護氏，劉鼎三氏，余寶山

氏，李聘侯氏，麥禮廷氏，（５）監査役２名は株

主のなかから選出，あるいは外国人を招聘し，

監査にあてる。この監査をおこなうものは算術

に優れることを必須とする，（６）収支会計は半

年決算で，一年ごとの総決算で年度を終了し，２

月に年度決算を公布。

上記で注目すべきは初年度董事である。１３名

中には金山荘関係者６名，革命運動を援助した

募金団体「三十人籌餉團」の中心会員３名，香

港華商の連合団体「華商公局」設立時の値理（理

事）２名が含まれる（表１参照）。また四邑系以

外に，孫文や陸蓬山と同郷の香山人である馬應

彪などが含まれている。馬應彪は華人資本最初

の百貨店で，後に紡織や金融に多角化して香港

・上海の大財閥へ成長した「先施公司」の創業

者である。香山人もオーストラリアや北米に渡

って金山荘を営み，四邑人とは同業であった。

すなわち廣東銀行の形成は，郷党，実業，革命

という軸で交錯した人脈が基軸となっており，

広東系華人による，広域間経済活動という商業

的目的と，民族主義や革命運動といった政治的

目的が混合する形で展開したものであった。

これは設立発起人リスト［外務省在香港総領

事館１９１２a］を基に，設立発起人の背景を調査

すると同様の傾向が判る。その５３名のうち，職

業別背景では「金山廣東銀行」５名，金山荘２０

名，南北行５名（注１４），その他貿易業８名（注１５），

廣東銀行の興亡
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銀号業３名，保険業１名，建築業１名，買弁２

名，百貨店兼貿易業５名（注１６），不明３名で，ま

た「三十人籌餉團」の中心会員６名，「華商公

局」設立時の値理３名も含まれている。実際，

百貨店兼貿易業のうち４名がオーストラリア華

人で金山荘を営む背景を考慮すれば，設立発起

人の約半数は金山荘関係で占められていた。

他の華人系銀行では，廣東銀行のような政治

的要因は強くないものの，やはり同郷や同業の

紐帯を基軸とした設立提唱・資本調達がおこな

われた。たとえば１９１７年創業の「工商銀行」

（Industrial & Commercial Bank）をみると，陳國

權や程天斗など創業者兼経営者は，アメリカか

らの帰国者や留学生が主体であった［外務省在

香港総領事館１９１７］。１９１９年創業の「東亜銀行」

（The Bank of East Asia）は，創業者の簡東浦，

李冠春，李子方，黄潤棠などが広東系の銀号や

南北行の同業であった。１９２１年創業の「國民商

業儲蓄銀行」（National Commercial and Savings

Bank）は，馬應彪，王國旋などの創業者が香山

出身のオーストラリア華人で，「先施公司」の

人脈に関係していた。こうした出資形態は，伝

統的な華商の共同出資形態「合股」と原理的に

は変わらないものであった。

収支予測は「第九章預算」に示されている。

これによれば年間経費として人件費２万ドル前

後，事務所賃貸料やその他支出合計が８０００ドル

と推定している。一方で，営業額は金山廣東銀

行との間の為替取扱い額を約２０００万ドルに加え，

その他地域との間の為替および香港での融資業

務からの金額が合算されると推定している。

こうして１９１１年末には法人設立が登記され，

翌年１月末までに募集株式分の資本金２００万ド

ルの払い込みが完了する。また同時期には，開

業に向けた広告も華字紙に登場している。そし

て１９１２年２月２１日（注１７），「香港廣東銀行有限公

氏名 職 業 備 考

陸蓬山

李�堂
唐溢川

馬應彪

�仲澤
李寶龍

唐麗泉

劉其華

林護

劉鼎三

余寶山

李聘侯

麥禮廷

「金山廣東銀行」總理

「金利源」「永利源」当主

「新發公司」董事

「先施公司」創業者兼董事正司理

「新廣合」金山荘当主

不明

「好時洋行」買弁

「廣益隆」金山荘当主

「聯益建築公司」創業者

「裕盛銀號」当主

「同徳盛」金山荘当主

「旋昌泰」金山荘当主

「裕盛隆」金山荘当主

香山人

四邑人，三十人籌餉團と同盟会の会員

香山人

四邑人，三十人籌餉團と同盟会の会員

華商公局の創立時値理

四邑人

四邑人，三十人籌餉團と同盟会の会員

同盟会の会員

（出所）外務省在香港総領事館（１９１２a）の名簿を基に筆者調査。

表１ 廣東銀行創立時における董事の出身背景
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司」は正式開業した。

４．広東における新銀行設立計画

民間商業銀行として成立した廣東銀行ではあ

ったが，設立を支援した人脈には，当初から広

東の新政府支援と，これに乗じた広東進出とい

う思惑があった。当時，財政司長に就任した李

�堂は，債券発行と通貨改革という課題に直面

しており，「三十人籌餉團」や「四邑商工總局」

の香港華商と，広州商工業ギルドの間では，財

政支援の活発な議論が交わされていた。外務省

在香港日本総領事館（１９１２b）の報告は次のよ

うに記す。

久しく行悩の体にありし外債問題決裂の

報當地に傳はるや當地支那銀行業者発起と

なりて檄く廣東各商に傳へ内債を起し先つ

廣東より発起して三千万元を引受け進んて

全國を慫慂せんことを計りたる由なるか廣

東に於ては粤商維持公安會に於て會議を開

きて之に應し更に七十二行總商會九善堂等

と聯合して香港在留支那商人等を勧誘して

其目的を達することと議決せる由尚此會議

には當地支那商陳李漢等列席して大に應援

演説をなしたる由此他當地支那紳商葉履剛

外十余名発起となり連名を以て廣東各團体

に書を送り五元債券（年利六分）を発行せ

んことを献議せる由（注１８）

さらに議論からは債券発行を優先すべきか，

あるいは募集機関の銀行設立を優先すべきかと

いう問題が持ち上がる。同じく領事報告［外務

省在香港総領事館１９１２c］は，次のように記す。

支那商人等の集會機関なる當地四邑商工

總局に於ては昨十九日集會を催し内債と銀

行設立と何れを先にすへきやに就き大体に

於ては銀行設立を先にする方に賛成多きも

當地南北行の商人等は内債先つ主張するに

依り互に討論の結果銀行は即ち募債機関な

るを以て先つ銀行を設立し以て募債の地歩

たらしむることに一決したる由右銀行は二

千元の株式を取得するものは取締役となる

ことを得る由にて主唱者の重なるものは李

�堂（廣東前財政司長），黄錦英，呉東啓，

李葆葵，余斌臣，譚亦僑等の當地支那紳商

なる由

こうして広東での新銀行設立が急速に始動す

る一方，李�堂に替わって財政司長に就任した

廖仲�からも中央銀行構想が持ち上がる。領事

報告［外務省在香港総領事館１９１２d］は次のよう

に記す。

廣東政府が財政●危の極に達せるは明か

なる事実なるが新財政司長廖仲�は其救済

策として廣東省半官半民的中央銀行設立案

を都督に建議し都督は実業振興策に付ては

実業司長関景新と熟議し遂くへき旨訓示せ

る趣なり

廖仲�は新銀行の出資者に南洋華人を想定

し（注１９），李�堂の影響下にある香港の四邑系人

脈を排除しよう試みた。この背景には，李�堂

と廖仲�の確執が影響していた。廖仲�も四邑

系で，李�堂の下で副財政司長を務めていた。

しかし李�堂は廖仲�を単純な理想主義者と考

え，廖仲�は李�堂を利益目的の投機家と考え

ていた［Chung１９９８，８５］（注２０）。この結果，対立

した双方は新銀行の設立構想で独自案を主張す

る。しかし廖仲�の計画は，出資の柱とされた

マラヤ華人の大財閥である陸祐から協力を拒絶

されて破綻する（注２１）。

こうしたなかで，孫文は１９１２年６月中旬に中

外合資の銀行構想を提唱するが，これは香港の

廣東銀行の興亡
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支持者達から否定的反応を受ける。領事報告［外

務省在香港総領事館１９１２f］は次のように記す。

本月十五日孫逸仙廣東より當地に来るや

先晩四邑商工總局なる國民義捐所に赴き演

説したるか其要領は余の考にては今日の場

合四國借款の範囲外に於ては國民銀行を設

立するより外急を救ふの途なきも其資本全

然支那人のもののみに依る時は外國人は我

に公債発行の権あることを信せさる●●に

より今特に欧州の諸友と熟議して一の支那

外國合資の銀行を開き其目的は専ら外債を

輸入せんとするものにして現に計画既に定

まれるを以て該●の賛成應募せられんこと

を乞ふ尚合資の数目，外債の輸入数目及何

國の外人と合弁するか等は何れも秘密を守

られたし云々と之に対し集會せる支那人中

の多数は反対の意を表せるが如し

こうして広東での新銀行設立計画が宙に浮く

なか，暫定的に調達された資金の受け皿となり，

広東側への資金パイプラインの役割を果たして

いたのが廣東銀行であった。『香港華字日報』

（１９１２年８月１０日）には，廣東銀行が広東省財

政司の代行機関となって募集した借款に関し，

財政司が領収した旨を知らせる広告が掲載され

ている。こうした廣東銀行の働きは，同行創立

に関った人脈の背景を考えれば，当然の成り行

きであった。

５．四邑系と香港政庁の対立

一方，香港政庁は過激化する四邑系の政治活

動に神経を尖らせ，広東省での銀行設立にも注

目していた。香港政庁は以下の内部報告［CO

１２９／３９１１９１２．８．１６］を作成している。

先月２３日付の緊急書簡以降，広東と香港

の華字紙には書簡付属２のように，広東政

府発行の非兌換紙幣問題改革を目的とした

“Canton and Hong Kong Financial Com-

pany”と称する組織創設に関する幾つかの

記事が見られます。この発表は紙幣割引率

を１０パーセントまで急低下させましたが，

割引率は再び急上昇して現在２７パーセント

です。これについて登記局長には，香港商

人は政庁の諮問を通さず事業を開始するこ

とはできず，計画が資金的に不健全である

旨を警告すべく指示しましたが，局長から

は計画に信用背景の確かな香港商人が全く

関っていないと報告がありました。計画の

主要提唱者は悪名高い李�堂（第９節参照）

です。株式引受は香港でおこなわれていま

すが，多くの華商には人気と程遠いにも関

らず引き受けられるのは，あえて拒否でき

ないためです

上記の政庁報告から裏付けられるように，新

銀行の目的は広東省の通貨改革を支援するもの

であった。この計画に政庁は極めて強い警戒感

を持っており，特に以前から革命支援の問題で

対立関係にあった李�堂を著しく警戒している。

報告書は政庁見解というバイアスはあるが，四

邑商工總局を中心とした運動もすべての香港華

商に歓迎されていたわけではなく，むしろギル

ドの強制力に頼っていたことも示唆している。

これに対して政庁は対応策を実施し，計画阻止

を試みる。政庁報告［CO１２９／３９１１９１２．８．１６］は

次のように記す。

本件に関して法務長官と行政会議の諮問

後，私は登記局長に対して当該計画の提唱

者達に，政庁は株式引き受けの強制を好ま

しくないと見ていること，脅迫的な株式引

受の資金徴収を試みる全ての人物に対し巡
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査を用いて監視すること，華人有力者に政

庁から昨年１１月にF・ラガード卿より先に

なされた説明から革命政権支援の資金調達

とその促進は香港でおこなわれてはならな

いとの立場をとっていること，政庁は資金

調達阻止のためあらゆる試みをする用意が

あること，などを警告するよう指示しまし

た。（中略）一般の株式引き受けによる資

金調達の試みは中止され，現在，確認可能

な限りで運動は一時停止し，香港内では何

者からの私的支援も受けていないようです

さらに香港政庁は，李�堂とその支持者への

直接的な事情聴取に踏み切った。政庁報告［CO

１２９／３９１１９１２．８．１６］は次のように記す。

６日時点，法務長官は李�堂と他３名の

主要支援者に事情聴取をおこない，政庁の

見解を通達しました。李�堂は政庁の意に

反したことに遺憾の意を表し，また現在の

提唱者達の意図は何啓氏の助言に従い，香

港で会社条例に基づく銀行を設立して広東

通貨改革を商業ベースで支援する計画であ

るとのことでした

政庁に対し李�堂は，銀行設立と通貨改革支

援はあくまで「商業ベース」と説明している（注２２）。

しかし表面的に中断したかにみえた新銀行設立

計画は，水面下では継続していた。政庁報告［CO

１２９／３９１１９１２．８．１６］は次のように記す。

ハリファックス氏の報告によれば，これ

らの（敢えて大袈裟に呼べば）金融家たち

が資金調達について様々な方策を話しあっ

ているとのことです

さらに香港政庁と四邑系の対立は，広東通貨

の香港内通用問題に波及する。基本的に香港で

の広東通貨通用を禁じる政庁と，通用による影

響力拡大を目論む政治勢力は，決定的な対立関

係に入る。そして香港政庁は１８９５年紙幣条例に

基づき，１９１２年１０月１２日の臨時政府広報に未認

可の紙幣発行・流通を警告する緊急布告を掲載

した［HKG１９１２］。また同年１１月，香港政庁は

四邑系団体の新たな債券発行計画を察知し，こ

れに非公式な禁止通達を出すと同時に，警察力

を動員して監視を強化した。

この一連の動きのなかで発生したのが，１９１２

年１２月に香港での広東通貨受取拒否に端を発し，

四邑系団体が扇動した電車ボイコット事件であ

った。これを受けて双方の対立は頂点に達した。

香港政庁は「あらゆる犠牲を払ってこれを粉砕

する」［Sinn１９９０，１６８］との意向を固め，反ボ

イコット条例を施行して鎮圧を図り，さらに

１９１１年成立の“Ordinance 47 of 1911, Societies

Ordinance”を活用した四邑系団体への弾圧を開

始する。

この政庁の徹底的な圧力を受け，四邑系団体

の活動は次第に弱体化し，新銀行設立計画も急

速に後退する。これが最後に顕在化したの

は，１９１３年の「普通銀行」設立計画である。『香

港華字日報』（１９１３年４月５日）のは次のように

伝える。

胡都督（筆者注──胡漢民）は近日，国

家財政の一時万難に対し，性質が最も銀行

と似ている銀号を普通銀行に改組する案を

調査し，政府を補助することが大いに可能

と考えている。金融恐慌を救済するため，

香港金融業者へ株式銀行設立の計画を連絡

すべく李�堂に帰省の電報を発し，第二課

長には株式銀行章程の作成を命じ，中央の

同意を求める電報を発したもよう

この胡漢民から発案された計画は，既存の伝

廣東銀行の興亡
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統的金融機関である銀号を糾合して銀行に改組

し，その中心に李�堂を据える予定であったが，

ついに実現することはなかった。１９１３年５月，

袁世凱は広東省政府の人事に介入し，胡漢民は

失脚する。この結果，広東省での新銀行設立計

画も最終的に破綻した。同年７月，軍閥の陳炯

明が広東独立を宣言して以降，香港の四邑系商

人による広東政治への直接的影響力は極度に後

退する。

Ⅱ 発展──業務の展開と転機

１．支店・代理店網の広域展開

民間商業銀行としての廣東銀行は，設立当初

から外国銀行をモデルに，為替銀行としての展

開を目指していた。そこで広範囲な支店・代理

店網を構築する必要から，１９１３年２月までには

金山廣東銀行をはじめ，ロンドン，ハワイ，上

海，東南アジア各地に代理店を設置し，広州に

は支店を開設していた（『香港華字日報』１９１３年

２月２１日）。

すなわち廣東銀行は，当初から北米－香港－

広東のルートだけでなく，広東系華人の商業ネ

ットワークに沿う形で，香港を中継地とした広

範囲な金融網の形成を目指していた。広東系華

人は１９世紀後半から，米州・オセアニア・東南

アジアなどのアジア太平洋地域に展開し，やが

て中継地の香港を経由して広東に回流した。こ

れはヒトの流れだけではなく，カネの流れも同

様であった。華人の蓄積した資金は，故郷への

仕送りだけではなく，投資などの形としても広

東に回流し，やがて一部は香港を経由して内国

センターの上海に北上した。その動線は，近代

の広東系華人による地理的展開の軌跡そのもの

であった。

たとえば，１９１３年後半の廣東銀行による上海

支店開設の意義は，従来は香港上海銀行などの

外国銀行が独占した香港－上海間為替に代表さ

れる開港場間取引を，華人系銀行が直接取り扱

いはじめたことにとどまらず（注２３），広東系華人

資本の上海進出という事象を象徴していた。

１９１０年代の上海には，廣東銀行と関係のある「永

安」「先施」「新新」などの広東系華人資本が進

出し，百貨店，紡織，金融を中心とした「省港

財団」と称される郷党財閥を形成した（注２４）。そ

れらは主にオーストラリアや北米に展開した広

東系華人の資本が華南に回流し，香港を経由し

た後，中国各地の資金が集中・再投資される内

国センターの上海に北上したものであった。廣

東銀行上海支店の開設は，この広東系資本の北

上現象と機を一にしていた（注２５）。

また１９１５年には東南アジアへの支店開設が計

画され，李�堂が視察に向かう。この様子は，

李�堂の動向を注視する外務省在シンガポール

総領事館（１９１６）の報告に記される。

李�堂は在？（脱字）出資に係る南軍の

機関銀行たる廣東銀行の支店（本店は香港）

を當地に設立する任務を帯ひ四五日前當地

に来着したるか暹羅及馬来半島を視察した

る上愈々當地に開店する筈なるを台湾籍民

林麗より間聞せり

報告から明らかなように，当時の廣東銀行は

孫文と一線を画すことなく，引き続き政治的役

割を担っていた。この時点では東南アジアへの

支店開設は実現しないが，１９１８年にバンコク支

店開設が決定され（『銀行週報』１９１８年１０月１日，１６

ページ），１９年２月に営業を開始する。

１９１９年末までには，広東，上海，バンコクに
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支店を構え，ロンドン，サンフランシスコ，ニ

ューヨーク，ホノルル，横浜，マニラ，シンガ

ポール，バタビア，スラバヤ，スマラン，ラン

グーン，コロンボ，カルカッタ，ボンベイ，カ

ナダおよびオーストラリア各地に代理店を設置

する［台湾銀行調査課１９１９，３４―３５］（注２６）。また

１９２１年にはアメリカ東海岸に進出し，ニューヨ

ーク支店を開設した［外務省在ニューヨーク総領

事館１９２１］。

一方で中国国内の支店開設については，１９２０

年代以前には積極的でなかった。１９１７年，工商

銀行総理の陳國權は「廣東銀行は桑港倫敦に支

店を有し為替の取扱い為すも支那内地に支店若

しくは出張所を有せず不便を感じつつあるを以

て本行は追て汕頭，厦門其他に支店を設立して

廣東銀行の及はざる所を助け（後略）」［外務省

在香港総領事館１９１７］と述べており，海外取引

重視から国内支店網の構築に積極的でなかった

ことが判る。しかし１９２４年頃には漢口支店を開

設し（『銀行通信録』４６６号，１９２４年１１月，９７―９８ペ

ージ），揚子江流域圏に金融網を拡大してい

る（注２７）。これは後述の経営戦略転換の影響と考

えられる。

以上の支店網拡大は，香港－広東を結ぶ在来

金融業者「銀号」が主体の時代と比べ，華人の

直接カバーした金融の地理的範囲が拡大したこ

とを示す。他の華人系銀行をみても，東亜銀行

は広州，上海，サイゴンに支店を，その他の世

界各地に代理店を有した。工商銀行は漢口に，

華商銀行はサイゴンと広州に支店を展開したが，

両行は後に華人が大量流入していた中南米の拠

点としてキューバにハバナ支店の開設を検討し

ている［外務省在ハヴァナ領事館１９２３］。

２．業務内容と利益処分──１９１８年度財務諸

表を例に

廣東銀行は当初から，為替を主要業務として

念頭に置いていた。しかし外国銀行のように為

替の専門知識に長けていたわけではなく，設立

直後には香港上海銀行の元行員J. Mulderを外

国為替支配人（司理匯兌，Manager of Foreign Ex-

change）として招いた。そして先述の支店・代

理店網を構築し，活発な為替取引をおこなう［台

湾銀行調査課１９１９，３３］。こうして１９１９年には

「外国為替に主力を注ぎ熱心発展を計り居るを

以て尠からさる利益を計上し居れり」［台湾銀

行調査課１９１９，３４］との評価を得ている。

一方で預金・貸付業務にも力を入れていたこ

とが，１９１８年度末の貸借対照表（表２参照）か

ら確認可能である。預金・貸付業務の比重を資

産ベースでみると，有担保貸付（「押款」）で４２２

万７５１ドル５４セントを計上し，総資産における

比率は約５１パーセントを占めている。また負債

項目の「定期・普通預金」（「定期及活期存款」）

は，４６８万８１０ドル４２セントを計上し，総資産に

おける比率は約５６．４パーセントとなっている。

したがって預貸比率は約９０．２パーセントであっ

た。これら数字からは，資産ベースでは預金・

貸付業務が主体であったことが判る。

一方で利益ベースでの業務比重を確認するこ

とは，１９１８年度の損益計算書（表３参照）に収

益内訳が記載されておらず不可能であるが，為

替業務は毎年度利益の大部分を占めたとされて

いる（『銀行週報』１９１９年４月２９日，２１ページ）。

これは為替業務の成長という反面，為替売買に

よる収益獲得という一面を示している（注２８）。同

時にこれは当時の預金・貸付業務の利鞘が薄か

った可能性や，貸付業務の審査・管理不全から

廣東銀行の興亡
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資 産 負 債

現金・コール・他行預入

外国貨幣

有担保貸付

各支店・代理店貸勘定

受取手形

買為替

上海支店印紙幣費

華美銀行株式３００株

営業用什器

広州支店不動産

４７５，７３４．４２

２４６．８１

４，２２０，７５１．５４

２，０１６，９７３．９４

１，３４２，６７１．７３

１３５，９３８．８０

２０，２５５．４５

３７，３４４．４０

２３，９６５．５０

２３，５３４．２３

資本金

諸積立金

土地建物償却金

定期・普通預金

各支店・代理店借勘定

売為替

未払配当金

賞与金

次期繰越金

２，０００，０００．００

４００，０００．００

４０，０００．００

４，６８０，８１０．４２

８８０，６４７．５６

８１，９９７．７４

１３１，４００．５７

２２，５３３．７５

６０，０２６．７８

計 ８，２９７，４１６．８２ 計 ８，２９７，４１６．８２

（出所）台湾銀行調査課（１９１９，３５－３７），『銀行週報』（１９１９年４月２９日，２１ページ）。
（注）資産項目「華美銀行株式」の詳細は不明であるが，民国１４年営業報告には「檀香山華美銀行」とあ

ることから，ハワイにある華人系銀行と推測される。

収 益 支 出

上半期収益

今期収益

２０４，１５３．０５

３６２，３８９．００

諸支払

賞与

支払利息

建物器具償却

土地償却

配当金

発起人賞与

積立金繰入

来期繰越

６４，２６２．２１

２２，５１６．９０

１１２，４３４．０９

４，６７９．４０

３，６９５．２５

２２，５１６．９０

２８，５５０．００

１６０，０００．００

６０，０２６．７８

計 ５６６，５４２．０５ 計 ５６６，５４２．０５

（出所）表２に同じ。
（注）「発起人賞与」は原文中にて「酬労招股値理紅股」と表示されている。

表２ 廣東銀行香港本店貸借対照表（１９１８年１２月末）

（単位：香港ドル）

表３ 廣東銀行香港本店損益計算書（１９１８年１２月末）

（単位：香港ドル）
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貸倒率が高かった可能性も考えられる（注２９）。

次に利益処分をみる。１９１８年度末の損益計算

書における利益項目には，諸支払，賞与，支払

利息を控除した後に３２万６３５８ドル８セントを計

上している。これに前期繰越額を合算した処分

可能利益は３６万７３２８ドル８５セントとなる。利益

処分では資産償却や積立金繰入をおこない，ま

た配当に約６パーセント分の２万２５１６ドル９０セ

ントを充てている（注３０）。

興味深いのは「酬労招股（値理紅股）」（「株式

募集慰労（発起人賞与）」）の項目で，通常配当

より多い２万８５５０ドルを計上している点である。

この慣習は紅股と呼ばれた華南の華商社会特有

の制度で，伝統的な共同出資形態の「合股」に

由来する。合股では利益から，出資に対し利子

を支払う慣習の「官利」や，積立金である「公

積」を控除した残額を紅股と名づけ，出資者や

経営者の股�に応じて分配する慣習があった

［根岸１９４３，５５８］。すなわち「酬労招股（値理

紅股）」とは，設立時の株式引受先獲得に際し，

発起人の名望をもって将来誕生する会社への信

用を獲得して株式募集をおこなうため，発起人

兼出資者として名前を連ねた者への報酬であっ

た。これが継続的なものであることは，創設か

ら約６年目の１９１８年度時点でも分配がおこなわ

れている点からも明らかである。このように，

新式金融機関として設立された廣東銀行ではあ

るが，利益処分に紅股という伝統的慣習が温存

されている点は，創業時の設立提唱・資本調達

と同様に，経営者達の行動が基本的には伝統的

な合股の思考に基づいていたことを示唆してい

る。

以上のように創業から７年後の１９１９年，廣東

銀行は「経営宜しきを得て当地方一帯に於ける

信用ある銀行にて外国銀行に匹敵せんとす」［台

湾銀行調査課１９１９，３３］という評価を得るまで

成長していた。１９１９年には「香港華商銀行公會」

の設立に参加し（注３１），２３年には手形交換所「香

港票據交換所」会員となっている。後者の会員

である華人系銀行は，１９２４年時点で廣東銀行，

東亜銀行，中國銀行のみで，その他の華人系銀

行は３行を含む会員を通じて手形交換をおこな

った。したがって交換所会員であることは，華

商社会だけでなく，香港金融界で圧倒的な地位

を有した外国銀行からも実力を認められた証拠

であった。

３．資本金の本位通貨転換

１９１９年，廣東銀行は重要な経営転機となる資

本金の本位転換を実施する。これは国際的な金

銀価格変動を捉えて，資本金の本位転換によっ

て巨額の為替差益を得たものであった。

１９世紀後半以降，銀価格は下落傾向にあった

が，２０世紀初頭には比較的安定して推移した。

しかし１９１４年の安値の後，第１次世界大戦に伴

う金売り風潮から高騰する。これに伴い香港ド

ルと英ポンドの為替相場も，１９１５年に１ドル＝

１８ペンス付近で推移していたが，１９年には５９ペ

ンス近くまで変動する。この金銀価格の変動が

最高潮に達した１９１９年春，廣東銀行総司理の陸

蓬山はひとつの提案を出す。それは資本金を，

銀高で高騰する香港ドルから金安で急落する英

ポンドに切り替えた後（注３２），新株発行で資金を

調達するものであった。廣東銀行は香港政庁に

提出した請願書［HKG１９１９］で，次のように

説明する。

当行資本は現在ほぼ満額が発行・払込済

みで，増資の意向です。仮に資本が銀から

金へ転換され安定すれば，特に金本位国か

廣東銀行の興亡
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らの大幅な新株引受が期待され，さらに外

国為替取引で常に巨額の資金を金本位国に

保管する当行に有利となります

廣東銀行は臨時株主総会を開催し，（１）２００

万ドルの資本を６０万英ポンドに転換，（２）海外

と香港で各２０万，合計４０万英ポンドの新株を発

行，（３）１株５英ポンドと定め，資本金を１００

万英ポンドとする，と決議した（『銀行週報』１９２０

年５月１１日，３９ページ）。

この実施前後，銀高金安の動きは急転し，為

替相場は１９１９年の最高値１ドル＝５９ペンス前後

から２０年に２８ペンス前後まで変動し，２５～２６年

前後には２０ペンスを割りこむ。陸蓬山はこの動

きを捉え，１９２５年には資本金の本位通貨を香港

ドルに再転換する。香港政庁に提出した請願書

［CO１２９／４８８１９２５．５．２８］には，次のように記し

ている。

１９１９年には資本金を英ポンドに転換して

１００万ポンドまで増資し，以降は１２０万英ポ

ンドまで増資しました。当時の銀から金へ

の転換は，予期された事業拡大と金本位国

からの巨額の株式引受を考慮した場合に望

ましいと考えられました。しかし実際，予

測は一部が実現したのみで，当行の董事達

は銀行業務の最大の利害である極東，特に

条約港間取引への取り組みに迫られていま

す。現在，当行は漢口，汕頭，上海，広東

に支店を有し，間もなく中国各地にその他

支店を開店する意向です。この方針は必然

的に巨額の銀取引を伴い，当行本店も同様

に銀通貨地域の香港に所在します（下線は

筆者による）

こうして１９２６年１０月，廣東銀行はふたたび資

本金を英ポンドから香港ドルに変更した。これ

は巨額の為替差益を生み出し，再転換後の資本

金は増資分を差し引いた実質増加率で約２倍に

達した。これにより財務基盤は一層強固なもの

となった。

しかし上記請願書の内容からは，さらに重要

な事実が判明する。それは１９２０年代半ばの廣東

銀行が，下線部で示したように，経営の主軸を

内国取引に転換しようと試みていることである。

これに関連して，まず１９２４年に発生した金山廣

東銀行の分離問題を取りあげたい。

４．金山廣東銀行の分離と破綻

廣東銀行は１９１０年代，アメリカを中心とした

金本位国との外国為替取引を主要業務とした

が，２０年代半ば以降には銀本位の内国取引に重

点を置きつつあった。こうした経営戦略の転換

には，１９２０年代半ばに直面した金山廣東銀行と

の関係断絶が影響していたと考えられる。

事の始まりは１９１５年，サンフランシスコの「中

國郵船公司」（China Mail Steamship Co.）創業に

�る。同社は第１次世界大戦の船舶不足を背景

に，サンフランシスコ華商を中心に設立され，

金山廣東銀行の人脈と資金も深く関与していた。

たとえば金山廣東銀行の陸蓬山は董事を務め，

また最初の船舶を買い付けには金山廣東銀行か

ら６万米ドルの融資が実行された［麥１９９２，

１００］。また『銀行週報』（１９１９年７月２９日，５２ペ

ージ）は「この銀行（筆者注──廣東銀行）は中

國郵船公司の兄弟会社で，欧州戦争以来，中國

郵船公司の営業は興隆しており，船を予約しよ

うとする者は，４・５ヶ月前でなければ予約も

できない」と伝えている。

しかし実際は，１９１８年頃から経営陣・株主間

の方針相違があり，また大戦終結による海運市

況安定化から他社との競争に直面した。この結
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果，１９２３年に中國郵船公司は破綻する。

問題は中國郵船公司と金山廣東銀行が株式持

合い関係にあり，破綻によって中國郵船公司保

有の銀行株が放出され，また同時期に一部株主

が自身の財政危機からやはり銀行株を放出した

ことにあった。これらの株式は香港に本店を置

く米系銀行「オリエンタル・コマーシャル銀行」

（The Oriental Commercial Bank）が取得し，１９２４

年初頭には過半数を握る筆頭株主となる。この

結果，１９２４年４月１０日に廣東銀行は金山廣東銀

行との関係に終止符を打ち，同時に為替取引の

関係も停止された。これは廣東銀行が，創業以

来の重要市場であった北米－広東間市場のカウ

ンターパートを失ったこと意味した（注３３）。

完全に分離した両行は別の道を歩む。金山廣

東銀行は，１９２６年のオリエンタル・コマーシャ

ル銀行破綻に伴い，業務停止に追い込まれた。

在サンフランシスコ日本総領事館の報告［外務

省在サンフランシスコ総領事館１９２６］は次のよ

うに伝える。

１９０７年の創立に係り資本金百万弗を有す

る当地廣東銀行は，七月二十日加州銀行監

督官より突然営業停止を命ぜられ，支那人

関係取引者及預金者間の恐慌を惹起したる

が，監督官側の意向は，同銀行の閉鎖は，

同銀行の母銀行なる，在香港オリエンタル

・コムマーシャル・バンク破産の結果に基

くもので，曩に同銀行から香港の母銀行宛

の売為替金額約三十五～四十万弗は，香港

側で支払不可能となり，此の結果廣東銀行

は，右金額を香港へ送金せざるべからざる

こととなり，手許に大穴を生じたる上に，

オリエンタル・コムマーシャル銀行の破産

は，当地で廣東銀行預金者の大取付となつ

たが，故に，監督官は自余の預金者保護の

為，営業を停止したものだと言う。

金山廣東銀行の破綻は華人社会に大きな影響

を及ぼす。サンフランシスコ華商総会は救済資

金調達をおこなうが，銀行監督官の定めた２カ

月の期限内には間に合わなかった。そして業務

はAnglo California Trustに売却・合併され，金

山廣東銀行は名実共に消滅した。

一方で廣東銀行は分離後にサンフランシスコ

支店を開設，１９２６年初頭には現地法人Canton

National Bankを設立し（注３４），北米業務の継続に

努力した。

５．廣東銀行の経営戦略転換

金山廣東銀行との分離を経た廣東銀行は，

１９２５年には「最大の利害である極東，特に条約

港間取引への取り組みに迫られ（中略）間もな

く中国各地にその他支店を開店する意向」［CO

１２９／４８８１９２５．５．２８］であった。この戦略転換が

どのような見通しで実施されたのかは，現存す

る資料からは明確にならない。

しかし伏線としては，すでに１９１０年代から広

州，上海などへの支店展開のように，海外に展

開した華人が回流して内国投資に向かうという，

広東系華人資本の動線に沿う形での内地展開が

みられた。また１９２４年頃からは，分裂状態にあ

った中国国内で，南北間の和平構築に向けた動

きが始まりつつあり，巨大な統合された市場の

誕生を予測していたことも考えられる。たとえ

ば廣東銀行香港本店ビル新築落成式での，外国

為替部門支配人K. K. Leeの発言を『銀行通信録』

（４６６号，１９２４年１１月，９７―９８ページ）は次のよう

に伝えている。

現在の如き支那の商業状態に関して楽観

的に言説し得ざるべし，支那も亦，世界と

廣東銀行の興亡
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共通に世界的商業的不況の影響を蒙りつつ

あり，然れとも一般的不景気は減退しつつ

あり，而して世界的商業は再び回復し来ら

んとするの徴を呈するに至れり尚，支那に

つきて考ふるに今日尚不秩序の状態にあり，

従って尋常なる商業的生活及びその発達を

可能ならしめざるの恐あり，又現前の見込

は容易に立ち得ざるなり，廣東に於て商工

業の不況は良好なる方向に転回せらるるに

至らず，而して一時，開展の表示ありたる

も現実に目撃する迄に至らず，しかも（マ

マ）平常の平和状態への回復が更に永引く

が如きことなかるべく，又支那の繁栄の増

進するに於て，廣東銀行は商業的活動の復

活に援助を與ふるに可能なるのみならず，

又その準備あるものなり（下線は筆者によ

る）

上記からは，廣東銀行が中国内地に一方的な

楽観を示してはいないが，その政治・経済の安

定化は遠い先ではないと予測しており，景気回

復に備えた展開を準備していることがうかがえ

る。時期的には，創業以来重要であった北米－

広東間市場のカウンターパートである金山廣東

銀行を喪失しており，新たな市場としての中国

内地で業務拡大を目指したとも考えられる。

しかし廣東銀行には大きな誤算があった。統

一的な中国が形成されてゆくなかで内地取引に

参入するということは，開港場間取引での優位

性を喪失すると同時に，中国系銀行との競争に

直面することを意味していたからである。まさ

に「革命後，外国銀行が主要開港場間の為替業

務を一時代替するが，国内に１３６の分支行網を

形成した中国銀行が内国為替において絶対的な

優位を占めるようになる」［黒田１９９４，２７０］と

いう状態が出現しつつあったのである（注３５）。

廣東銀行の内国取引拡大戦略は，基本的には

１９世紀後半から形成された半強制的自由経済の

枠組みのなかで外国銀行が構築してきたような，

後背地を集積した地点間を接続することで地域

間を結ぶビジネスモデルを拡大するものであっ

た。こうした近代中国における経済活動の枠組

みは，１９２７年の国民政府成立以降，次第に進行

した国民経済建設の統一化政策によって「中国」

という全国的枠組みに包摂されるなかで，優位

性を喪失していった。それは同時に，廣東銀行

が「中国内地の一銀行」として，中国国内の銀

行との競争に直面することを意味していた。そ

れは次章でみる，業績・財務体質の低落からも

明らかである。

Ⅲ 破綻──華人系銀行の限界

１．資産，業績の推移および他行との比較

ここでは廣東銀行の１９１９年から３３年頃までの

資産・業績推移を確認し，香港の同業との間で

どのような位置にあったかを明らかにする。

まず１９１９年の香港華人系５行における資本金，

実収資本，諸積立金をみる（表４参照）。これ

によれば公称資本金が最高額なのは華商銀行で

ある。しかし同行は実収ベースが５行中最低の

５０万ドルで，実体を反映していない。したがっ

て，実際には廣東銀行と中華國寶銀行の資本金

が高水準である。また実収ベースで廣東銀行の

首位は変わらないが，公称ベースで中華國寶銀

行の半分以下の東亜銀行が実収２００万ドルを擁

している。また諸積立金をみると，廣東銀行と

東亜銀行は積み立てているが，他３行はほとん

ど積み立てていない。
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こうした資本面の数字を比較すると，廣東銀

行と東亜銀行の２行が健全な財務内容であると

同時に，他行は比較的不安定なことが判る。し

かし最大手の廣東銀行ですら，英系大銀行と比

較すると，その差は圧倒的であった。たとえば

香港上海銀行と廣東銀行を比較すると，資本金

で約４．９倍，実収資本で約７倍，諸積立金では

約４４．３倍の開きがあった。

次に廣東銀行を同業大手の東亜銀行と國民商

業儲蓄銀行との間で，資産・収益面から比較す

る（表５参照）。まず１９２７年と３２年の各行にお

ける資本金・実収資本金に大きな変化はない。

しかし総資産増加率をみると，廣東銀行の約

１３．７１パーセントに対し，東亜銀行が約８３．２４パ

ーセント，國民商業儲蓄銀行が約５３．７パーセン

トとなっている。預金増加率は廣東銀行約８．３１

パーセントに対し，東亜銀行が約１２１．２３パーセ

ント，國民商業儲蓄銀行が約４５．０３パーセント

となる。すなわち廣東銀行の発展が，他２行と

比較して緩慢なことが判る。

積立金の総資産に占める比率も明らかに悪化

している。たとえば廣東銀行の積立金が総資産

に占める比率は１９２７年に約２．３５パーセント，３２

年に約２．６７パーセントであったのに対し，東亜

銀行はそれぞれ約６．６７パーセント，約５．６２パー

セント，國民商業儲蓄銀行は２７年が不明である

が３２年は約１．１３パーセントであった。もっとも

廣東銀行の比率は，１９１９年に約３．３１パーセント，

２５年に約１．９７パーセントで，同行のみの推移で

は特に低下していない。むしろ総資産および預

金の増加率，総資産に占める積立金比率をみる

と，最大の競合相手であった東亜銀行の健全性

と躍進が際立つ。これら結果からは，廣東銀行

はほぼすべての項目で最大手の優位を保ってい

たが，その成長は内地取引に主軸に移そうとし

た１９２０年代半ば以降，比較的停滞していたこと

を示している。

これは廣東銀行単体の資産・収益推移を比較

資本金 実収資本 諸積立金

廣東銀行

東亜銀行

工商銀行

華商銀行

中華國寶銀行

４，１０２，６００

２，０００，０００

２，０５１，３００

５，０００，０００

４，１０２，６００

２，８５９，５１２

２，０００，０００

１，２４６，５２９

５００，０００

１，０６２，５７３

６５４，３６４

２００，０００

１３２

０

０

（以下比較参考用に英系最大手２行）

香港上海銀行

チャータード銀行

２０，０００，０００

１２，３０７，８００

２０，０００，０００

１２，３０７，８００

２９，０００，０００

１４，３５９，１００

（出所）台湾銀行調査課（１９２１）を基に筆者作成。
（注）１）資本金がポンド建ての銀行（廣東銀行，工商銀行，中華國寶銀行，チャータ

ード銀行）は，廣東銀行の１９１９年末決算に使用されているレート（１ポンド
＝４．１０２６香港ドル）で香港ドル換算。

２）セント以下切捨て。

表４ 香港華人系銀行各行の資本・積立金（１９１９年）

（単位：香港ドル）

廣東銀行の興亡
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すると顕著になる。表６は１９１９年，２６年，３３年

の７年間隔での比較である。これによれば，１９１９

年から２６年には資産，収益が急速に拡大してい

る。これは業務の発展に加え，１９１９年と２６年の

資本金の本位通貨転換による資本・総資産の膨

張がある。しかし１９２６年と３３年を比較すると，

成長に著しい停滞がみられる。総資産の減少，

利益の急減，諸積立金の払底は，明らかにそれ

まで一定水準で保たれていた財務体質が，１９３０

年代に入って急激に悪化している証左であった。

廣東銀行 東亜銀行 國民商業儲蓄銀行

総資産 （１９２７）

（１９３２）

資本金 （１９２７）

（１９３２）

実収資本（１９２７）

（１９３２）

諸積立金（１９２７）

（１９３２）

各種預金（１９２７）

（１９３２）

利益 （１９２７）

（１９３２）

３６，１７８，０２５．３９

４１，１４０，６２７．５１

１１，０００，０００．００

１１，０００，０００．００

８，６６５，６００．００

８，６６５，６００．００

８５０，０００．００

１，１００，０００．００

２３，４５５，２６２．００

２５，４０３，５９２．１７

３３８，４１０．９９

１，０７７，５２１．０１

１７，９９２，７３４．０２

３２，９７０，０８１．８７

１０，０００，０００．００

１０，０００，０００．００

５，０００，０００．００

５，５９８，６００．００

１，２００，０００．００

１，８５１，４００．００

９，５２０，７９１．７４

２１，０６３，１５４．１０

７２３，３２２．５４

９３３，０４１．９６

１１，５１７，６８０．９４

１７，７０３，１５７．４４

５，０００，０００．００

５，０００，０００．００

２，５７１，５５０．００

２，５７４，１００．００

不明

２００，０００．００

６，７１３，２７５．５０

９，７３６，１０６．６６

２６９，７２７．７６

２０２，４０８．２７

（出所）『銀行週報』（１９２８年４月１７日，１－２ページ；１９２８年６月１９日，１ページ；１９３３年６月１３日，１
－３ページ）を基に筆者作成。

（注）廣東銀行の１９２７年度における利益項目は「其他負債」に分類されているため，その他の内容が合
算されている可能性があり，正確な数字ではない。

１９１９年 １９２６年 １９３３年

総 資 産

資 本 金

実 収 資 本

諸 積 立 金

各 種 預 金

利 益

１２，０６８，５８４．９９

４，１０２，６００．００

２，８６０，８８２．０５

４００，０００．００

７，８８３，１４４．３８

２，１８８．８１

３８，２９５，６６５．４９

１１，０００，０００．００

８，６６４，２００．００

７００，０００．００

２１，９５７，１８５．５１

１，２３３，５９８．２６

３２，１７０，４９２．３０

１１，０００，０００．００

８，６６５．６００．００

０

２１，６６６，０６３．６４

１２７，９８７．２０

（出所）『銀行週報』（１９２０年５月１１日，３９ページ；１９２７年４月５日，１ページ；１９３４
年７月３１日，１ページ）を基に筆者作成。

表５ 広東・東亜・国民商業３行の資本・積立金（１９２７年・１９３２年）

（単位：香港ドル）

表６ 廣東銀行の各種資産・預金・利益推移（１９１９年・１９２６年・１９３３年）

（単位：香港ドル）
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２．廣東銀行の破綻

廣東銀行の１９２０年代後半からの業績・財務体

質の低迷は，明らかに２０年代半ばからとった内

国市場に集中する戦略が，順調ではなかったこ

とを示唆している。こうして経営体力の弱った

廣東銀行にさらなる打撃を与えたのが，世界大

恐慌の影響から華南で発生した不況の連鎖であ

った。

１９２９年に端を発した世界大恐慌は，３０年代前

半に広東生糸・雑糧・豆油などの輸出・移出に

大きな低迷をもたらし，また海外華僑社会の不

況は華僑送金の減少として現れた。これらは経

常的な輸入・移入超過状態にあった広東経済に

深刻な打撃を与え，その影響は農村部から始ま

り，次第に広州や香港などの都市部に拡がって

いった（注３６）。

こうしたなかで，香港の華人系銀行は構造的

限界を露呈した。それらは１９世紀半ば以降に華

南からアジア太平洋に展開した華人の活動を軸

に，その中継地としての香港で各種の資金移動

を調節するものであり，経営は厳しい環境に追

い込まれた。たとえば１９１２年から３５年の間，香

港では確認可能なだけで１５行の華人系銀行が設

立されたが，実際は１２行が業務を停止し，その

うち再開したのは３行のみであった。特に大手

行が相次いで倒産したのが，広東経済の不況を

受けた１９３０年代前半であった（注３７）。

そして廣東銀行は華人系銀行の典型として，

世界的な経済不況の影響から諸外国間取引で打

撃を受けただけではなく，１９２０年代半ばからは

内国金融に業務の主軸を移すことを試みていた

ため，内国取引からも打撃を受けた。この経営

の悪化は信用不安を招き，１９３１年には３９０万ド

ルの預金が流出する取り付けが発生した。

廣東銀行の不安定な経営をさらに悪化させ，

経営破綻の直接的原因となったのが，１９３０年代

初頭から過度に関与した不動産関連融資であっ

た。香港と広東では，１９３０年から３３年にかけて

異常な不動産投機が発生し，銀行界も土地投資

・開発に過剰融資をおこなう。これは広東の地

方農村部から広州や香港といった都市部に集中

した銀資金が，民間銀行や銀号に流入したもの

の，輸出関連融資の低迷などで行き場を失い，

不動産投機やその関連融資へと向かったためで

あった。

廣東銀行も例外ではなく，不動産関連の融資

に関与する（注３８）。特に問題となったのは，四邑

系郷党の実力者で李�堂の縁戚でもあった陳符

祥の主導した不動産投機への巨額融資であった。

陳符祥は廣東銀行の董事も務めており，融資は

明らかな情実によるものであった。これは同行

の経営管理や企業体質に，問題が内包されてい

たことを示している。

しかし滞留が一時的であった投機資金の逃げ

足は速く，１９３２年末から３３年前半に香港の不動

産投機は急速に減退し，多くの不動産関連融資

が不良債権化する。先述のように，廣東銀行の

諸積立金が１９３３年時点で払底するなどの財務内

容悪化は，こうした事情の反映でもあった。

そして１９３５年，香港の華人系銀行の経営悪化

は頂点に達し，金融恐慌が発生する。１９３５年１

月４日，香港と広州が地盤の嘉華儲蓄銀行が，

広州の不動産投機失敗から業務を停止（『中行

月刊』第１０巻１・２期，１９３５年１―２月，１４０ページ）。

この信用不安は９月初頭に廣東銀行にも波及し，

取り付けで数日間に１０００万ドル以上の預金が引

き出された。しかし経営方針をめぐり対立して

いた経営陣は，一致した危機への対応が不可能

廣東銀行の興亡
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であった。特に李�堂の甥である李星衢の派閥

は，従来から陳符祥への土地関連融資に批判的

であり救援を拒絶した［鍾１９９６］。流動資金の

不足した廣東銀行は，４日早朝に業務停止を発

表。上海，広州，漢口，バンコクの各支店，サ

ンフランシスコの子会社も一斉に休業した。『銀

行通信録』（５９６号，１９３５年９月，２８９ページ）は

次のように伝える。

香港に於ける中國人経営資本金一千万圓

（ママ）香港弗積立金百万弗を有する廣東

銀行は九月四日朝突如休業した。同行休業

の原因は，過去数箇年間に亙り土地建物に

対し為したる放慢なる貸付の回収不能，不

景気の深刻化及銀相場の変動であると。右

廣東銀行の閉鎖に非常な衝動を蒙った香港

財界は恐慌人気濃厚となり，四日午後には

香港國民商業儲蓄銀行，永安銀行及其他銀

行銭荘等は何れも夥しき預金の取付に遭っ

た

こうして香港で最も長い歴史と実力を有した

華人系銀行である廣東銀行は破綻した。

３．官僚資本による併呑

休業翌日の１９３５年９月５日，香港政庁は管財

人を派遣して銀行を接収する。経営陣は再建に

尽力するが，その中心であった李�堂は１９３６年

１月１日に死去した。数カ月後の１９３６年４月１５

日，債権人集会で再建案協議が成立した。これ

を主導して新たに経営権を握った人物が，国民

党の最重要人物のひとりで，中国財界でも重き

を成していた宋子文であった。

再建案では新たな資本総額を８００万ドルと定

め，株式を次のように割り当てた。まず宋子文

などの新株主に，毎年利益から週利回り８厘を

保証した第一優先株を２００万ドル。次に債権者

の債権を株式転換し，毎年利益から週利回り４

厘を保証した第二優先株が４５０万ドル。最後に

旧株主の普通株が，１５０万ドル分の新株に転換

された（『中行月刊』第１３巻５期，１９３６年１２月，６５

ページ）。

新たな資本構成の下，１１月１４日の株主総会で

宋子文は董事長に推挙され，総勢２２名の董事が

選出された。この構成を休業直前と比較（表７

参照）すると，「永安公司」創業者で廣東銀行

の創業発起人でもあった郭泉と郭楽の弟である

郭順，および李�堂の子息である李炳超の２名

以外は，旧経営陣の関係者がほぼ排除されてい

ることが判る。一方で新董事会は，宋子文と親

しい国民党関係者が含まれる。２２名中の３分の

１が香港在住者，３分の２が上海在住者で［CO

１２９／５５７１９３６．１２．１７］，香港在住者に限ってみれ

ば，元国民政府官僚で香港華商總會司庫の陳鑑

坡，元広東省政府衛生部長で孫文の医務顧問で

あった李樹芬などが董事となっている。また上

海市長の呉鐵城将軍，孫文の子息で立法院長の

孫科という２人の国民党実力者が董事となって

いる点は，民間銀行としては異色である（注３９）。

１９３６年１１月２３日，廣東銀行は業務再開の式典

を開き，正式に再建を果たした。新たに司理に

就任した歐偉國（注４０）の業務方針は，『銀行週報』

（１９３６年１２月１日，５ページ）にみられる。

業務再開後の方針に言及しますと，それ

は広東人の資金を以て，広東人の事業を発

展させることが大前提です。営業は為替・

貸付・貯蓄の経営を原則とします。将来的

に可能な業務範囲としては，地方商工業な

どへの融資が考えられます

また，この席での宋子文の声明も，『銀行週

報』（１９３６年１２月１日，４―５ページ）に収録されて
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いる。

全国で著名な広東・広西の巨頭は，当行

を維護して商業界の繁栄を助け，広東人の

経済界での信用名声の一端を回復すべく，

当行営業再開と同時に，私がこの任を受け

るよう推しました。私は新時代の中国にお

ける各種実業には少なからぬ広東人創業者

がおり，また現在は粤漢鉄道開通で全国統

一の完成するなか，健全な金融機関への我

々広東からの需要は切迫したものと考えま

す。皆様の議論を助けに方法を進め，国内

主要銀行の協力を得て，この信用確かな広

東人の銀行の業務を再開することは，我ら

の広東がまさに積極的に建設される需要に

適応すると考えます。（中略）私は当行が

今後も国内外同胞に尽くし，さらに顕著優

良な前進を遂げると深く信じます

声明で強調されているのは，全国統一化にお

ける広東を地盤とした銀行の必要性である。こ

れは当時の中国金融界の趨勢を反映していた。

旧董事会 略 歴 新董事会 略 歴

主席 李�堂 創業者 宋子文 国民党要人，財界重鎮

董事 陸蓬山

李自重

鍾錫蕃

李文啓

李星衢

譚煥堂

羅旭和

陳符祥

黄茂林

李葆葵

李亦梅

伍于瀚

李炳朝

伍耀庭

創業者

李�堂の子息
不明

李�堂の実弟
香港華商總會副主席，李�堂の甥
四邑系有力者，同盟会元老

有力者R. Kotewallの弟

李�堂の縁戚，四邑系有力者
著名商人

元香港華商總會主席

元香港華商總會主席

四邑系有力者，同盟会元老

李�堂の子息
創業発起人，四邑系有力者

呉鐵城

霍寶樹

�勉仁
孫哲生

胡均

馮耿光

宋子安

霍芝庭

郭順

唐海安

張福運

李弗侯

林炳炎

江筏呂

陳鑑坡

勞敬修

李炳超

李樹芬

何清海

郭星

霍寶材

上海市長

不明

不明

孫文の実子，立法院長

不明

不明

宋子文の弟

広東軍閥陳済棠腹心，アヘン・賭博商

永安公司創業者

不明

不明

不明

上海生大信託，香港恒生銀號の創業者

不明

元国民党官僚，香港華商總會司庫

不明

李�堂の子息
元広東省政府衛生部長，孫文の医師

不明

不明

不明

（出所）『中行月刊』（第１１巻４期，１９３５年１０月，７４－７５ページ），中國銀行總管理處經濟研究室（１９３７，４８４）を基
に筆者作成。

表７ 廣東銀行の新旧董事会構成

廣東銀行の興亡
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１９３０年代半ば以降，国民政府の経済統一政策は，

従来は比較的独自性の強かった華南経済圏を，

次第に全国的枠組に組み込みつつあった。同時

に政治的動乱の高まりは，それまで国内資金の

逃避先であった上海を脅かし始め，英領香港へ

の資本逃避現象が出現した（注４１）。この結果，宋

子文に代表される中国の官僚資本は次第に華南

への資本移動を強めており，廣東銀行の再建に

介入して華南への拠点を築くことは「渡りに船」

とも言うべき機会であった（注４２）。まさに声明中，

宋子文が再三にわたって「広東人」を強調して

いることは，廣東銀行が華南や華人社会で築き

上げてきた位置を認識し，それを利用しようと

する姿勢を端的に表現している（注４３）。

一方で中国の官僚資本による香港進出は，イ

ギリスには難しい問題となる。それは中国の国

民経済建設の動きによって，華南を後背地とす

る香港が包摂され，中国からの政治的・経済的

な影響・制約を受けることで，「英領香港」が

有名無実化する第一歩を意味した。特に廣東銀

行のように香港籍法人として登記しながら，宋

子文のように国民政府と密接な人物が所有した

企業に対し，イギリスが政治的・経済的な線引

きをどこに設定するかは微妙な問題となった。

イギリス領事報告［CO１２９／５５７１９３６．１２．１７］は，

困惑と懸念を次のように記す。

会社経営陣は中国政府の利権と近い関係

を有し，香港会社条令が求める全ての必要

条件を無視しています。清算手続きに入れ

ば，当方は彼らの利権が他の中国系機関と

極めて複雑に絡み合っているがゆえに治外

法権の行使は不可能であり，また中国政府

が課すあらゆる不法な取り決めに黙って従

うことを強要されるでしょう。

こうした最近の例は，國民商業儲蓄銀行

の清算が当方の暗黙かつ不承不承の同意の

下，大体が中国当局によって管轄された件

です。また香港で経営管理がおこなわれ，

現在まで香港華人系企業ということになっ

ている廣東銀行は，宋子文氏が会長をつと

める董事会によって再編されたばかりです。

（中略）同封の銀行再開時における宋子文

氏の演説は，彼が同行を純粋な中国系銀行

とみなしていることを示しています

１９３６年末の時点で，すでに廣東銀行と國民商

業儲蓄銀行という香港大手の華人系銀行は，中

国の官僚資本によって再編され，その傘下に入

っていた。このように広域間の華人経済活動を

金融面から担うため民間の華人資本によって設

立された銀行が，最終的に中国の官僚資本に併

呑されていった事実は，１９世紀後半から香港を

窓口に，華人社会を媒介としてアジア太平洋圏

との連動により独自の経済圏を築いてきた華南

が，１９３０年代には中国で進行した国民経済化の

枠組に組み込まれていった反映でもあった（注４４）。

お わ り に

廣東銀行の興亡史を考察した本稿の発見をま

とめると次のようになる。

第１に，廣東銀行は１９世紀半ば，広東から北

米に向かった華人移民による，広東との間の金

融サービス需要を基礎としたことである。１９世

紀後半の北米華人社会は，金山荘を窓口に外国

銀行を利用していたが，２０世紀初頭には華人自

身の「銀行」創設運動がはじまる。こうしてサ

ンフランシスコで金山廣東銀行が設立され，そ

の関連銀行としてアジア太平洋地域における華
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人社会の中継地である香港に「香港廣東銀行」

が設立された。

第２に，廣東銀行は広東系華人の郷党，実業，

革命の三角関係から誕生したことである。設立

の中心となったのは，広東省四邑・香山の同郷

者で，多くが広東－北米間貿易商「金山荘」を

経営しており，また孫文の革命運動を支援した

集団でもあった。すなわち廣東銀行は，広東系

華人の政治的思惑と商業的思惑の両方に基づき，

それが混合した形で創設された。

第３に，廣東銀行は広東系華人の広域商業ネ

ットワークに沿う形で，業務を展開したことで

ある。それは海外に展開した華人が回流し，中

継地である香港を経由し，内国投資に向かうと

いう，近代の広東系華人による動線を�るもの

であった。これは，１９１０年代にはアメリカを中

心とした金本位国との外国為替を主とした廣東

銀行が，２０年代半ば頃からは内国取引に転換す

る伏線でもあった。

第４に，廣東銀行は１９２０年代半ばから内地間

取引主力のビジネスモデルに転換を図っていた

がゆえに，３０年代前半の世界的経済不況が華南

に及ぼした金融環境の悪化という外的要因，さ

らには３０年代前半に発生した情実融資に象徴さ

れる経営管理体制の不備という内的要因から，

大きな打撃を受けたことである。これは１９２０年

代後半から３０年代前半の業績や財務内容が，明

らかに停滞・悪化をみせていることからも明ら

かとなった。

第５に，破綻後における宋子文の率いる中国

官僚資本の再建介入は，同時期の中国で進行し

た経済枠組みの変化を象徴していたことである。

１９世紀半ば以降，華南はアジア太平洋に展開し

た華人の活動と連動しながら，比較的独自性の

強い経済圏を築いてきた。しかし国民政府によ

る国民経済建設の推進は，次第に華南を全国的

枠組みに組み込みつつあった。華人の広域間経

済活動を金融面から支えるため設立された銀行

が，最終的に中国の官僚資本に併呑されていっ

た事実は，こうした動きの反映でもあった。

以上のように廣東銀行は，広東系華人の郷党，

実業，革命による三角関係から生まれ，その広

域展開に依拠して発展し，最終的には基盤とし

た商業ネットワークや経済圏の衰退とともに破

綻した。その興亡の歴史は，１９世紀にアジアで

形成された半強制的自由経済の枠組みのなかで，

境界を越えて地域空間を結びながら縦横に展開

した華人の活動が，２０世紀前半におけるマクロ

の枠組み変化から衰退していった軌跡を象徴す

るものであった（注４５）。

しかし本稿では，資料的限界および紙面の制

約から詳細に解明できなかった部分もある。た

とえば上海支店の活動とその政治的役割，１９３０

年代前半における華南経済圏と華人商業ネット

ワークのスパイラル的な崩壊プロセス，２０世紀

中国における内国間金融取引の構造変化，宋子

文の率いる官僚資本の華南進出運動とその顛末，

などである。これらの解明は後日を期したい。

※本稿では社店名・人名などの固有名詞，さらに

引用部分において部分的に繁体漢字を使用している。

また引用部分で破損などにより解読不能であった部

分は「●」としている。

（注１） 廣東銀行の成立以前，１８９１年に「中華匯

理銀行香港總行」（National Bank of China Limited,

Hong Kong）が広州商人潘士成を中心に創設されたが，

役員会構成員７名のうち華人は３名のみで，実質的

には華洋合弁であった［張２００１，２５３］。

（注２） 英系国際銀行の経営は，西村［２００１；

２００３；２００４a；２００４b；２００５；２００６a；２００６b］の 研 究

廣東銀行の興亡
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が世界的にみて最も進んだ研究である。また安冨

［１９９９；２００３］は香港上海銀行，北林［２００１］はマ

ーカンタイル銀行の研究で成果をおさめている。権

上［１９８５］のインドシナ銀行研究は，仏領インドシ

ナと華南の金融関係を解明している。Starr［２００２］

およびCITICORP［１９８９］は一般的行史ではあるが，

The International Banking Corporation（１９０２年創設，

中国名は華南で「萬國寶通銀行」，それ以外の中国各

地では「美國花旗銀行」）のアジア・中国展開を詳述。

中国銀行については，中国銀行行史編輯委員会［１９９５］

が詳しい。

（注３） たとえばアメリカ華僑史や香港金融史に

関するいくつかの書籍で言及がみられる。

（注４） 香港の華人系銀行史は�（１９９４），シンガ

ポールの華人系銀行史はWilson（１９７２）など。

（注５） 「金山」とはゴールドラッシュにちなむ

呼称で，「旧金山」はサンフランシスコ，「新金山」

はシドニーを意味する。ゆえに，一般的に 「金山荘」

とは，北米およびオーストラリアで広東人が開設し

た貿易商店を指す。

（注６） 金山荘の信用獲得は資本・規模の他，同

郷人の経営であるかも重要であった。華人社会では

同郷関係も社会経済上の重要な紐帯であり，同郷人

の店を信用する傾向があった。

（注７） 大手金融・輸送専門会社Wells Fargo &

Company（１８５２年創設）は，１８６０年代後半から華人

顧客と取引を開始し，７０年代には取引が恒常化して

いた［Anderson１９８３，７４９―７５０］。香港上海銀行は，

創業間もない１８６５年にBank of Californiaを通じてサン

フランシスコ代理店を開設したが，Bank of California

が７５年に破綻した後，自行関係者を代理店として事

業を継続する。当時の経営会議は理由に「中国人の

間で確立された信望と，これに伴うサンフランシス

コ－中国間の巨額のビジネス」［King１９８７，１５２］を

挙げている。最も影響力を持ったThe International

Banking Corporationは，アメリカ－アジア間の金融

を主目的に設立され，１９０２年には香港と上海，０４年

には広東，０９年には北京と漢口に支店を開設し，「米

国貿易業の組合なる金山荘に取りては欠く可からざ

る金融機関として大いに信用されつつあり」［根本台

湾銀行書記１９１６，７２―７３］という評価を得ていた。

（注８）１８７８年，広東省香山生まれ。渡米して高

校を卒業後，サンフランシスコの金山荘「永昌和」

を経てIBCに勤務し，後にRusso−Asiatic Bankに転じ

る。１９０９年に金山廣東銀行，１２年に香港廣東銀行を

創業。他に香港の福安保険公司主席，大新公司董事，

東華醫院總理，中華總商會値理，アメリカの中國郵

船公司董事などを務める［Burt１９２５，１１０］。

（注９） 四邑と三邑の郷党は，広東省の農村間闘

争で対立関係にあり，その関係は１８５０年代から北米

や中南米などの華人社会に持ち越された。両者は郷

党の会館を設立し，しばしば武力を伴う抗争を引き

起こしていた。

（注１０） たとえば１８９０年のChinese Young Men’s

Christian Association（「中華基督教青年會」）設立，

１９０５年の香港・広東でのアメリカ製品ボイコット運

動，０６年の「四邑輪船公司」創業，０９年の「四邑商

工總局」設立などは，四邑系郷党が主導した。

（注１１） 孫文の代理として香港での工作を統括し

た馮自由は李�堂の娘婿で，李�堂の長男李自重は

馮自由の親友であると同時に同盟会香港支部の中心

人物であった。

（注１２） こうした動向は，香港の政治拠点化を望

まない香港政庁との間に確執をもたらしたと同時に，

四邑系と他の郷党との対立も絡み，複雑な政治関係

を創出する。

（注１３） 李�堂の財政司としての評価には，立場

を利用して私利を図ったとの指摘もある。特に香港

政庁の報告書がこうした点を指摘している。

（注１４） 一般的に南北行業者は潮州出身者が主体

と考えられているが，実際には多数ではないものの

珠江デルタ出身の広東人も南北行を営んでいた。廣

東銀行の形成背景が郷党的要素の根強かったことを

考慮すれば，南北行業者５名は広東人と推測される。

（注１５） 各種の金山荘名簿で確認不能な者は，金

山荘ではなくこのカテゴリーに分類した。

（注１６） 前出の「先施公司」創業者２名，同じく

百貨店業から金融・製造業へと多角化して香港・上

海の大財閥に成長した「永安公司」創業者２名を含

む。

（注１７） 複数の日系銀行の調査報告書では１９１２年

２月２１日とあるが，日本総領事館の領事報告書は１９１２
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年３月２４日と記述している。現在，香港会社登記所

では戦前期資料が散逸し，『香港華字日報』も当該日

の紙面欠落があり，正確な開業日を把握できない。

（注１８） 一方で同報告は「右は支那論客の議論と

しては立派に聞ゆるも更に裏面に入りて探索するに

廣東省にて三千万元の内債募集の如きは當地及廣東

の経済之を許さす若し中央政府財政監督の途備はり

相當の利廻りある見込付かは兎も角今日の現状にて

は内債應募は絶對に不可能なる由なり」との悲観的

観測も記している。

（注１９） 「廣東省銀行は廖財政司長の設立趣意に

基き近く一千万元の資本を関實業司長に於て南洋に
在る支那某豪商等より募集し三ヶ月以内に開業する

望ある趣なり」［外務省在香港総領事館１９１２e］。

（注２０） 廖仲�の李�堂評価には一定の裏付もあ

る。同時期募集の広東省政府向け借款は５０パーセン

トの高利率に設定され（『香港華字日報』１９１３年６月

２４日），通貨発行では１６００万元の発行枠に対し自身の

利益を図る目的で５００万元を追加発行した［CO１２９／

３９１１９１２．７．２３］とされる。

（注２１） 「一，個人設計一千万円銀行 五月三十

一日附公信第一九一号中に具報せる廣東省銀行の資

本一千万元供給者たるへき左南洋支那豪商とは陸祐

なるものにして彼は他の豪商との合資を断はり又廣

東政府より半額を出資し且つ五千万元の紙幣発行権

を●●すへしとの申込しも謝絶し彼は単独の資力を

以て資本一千万元の銀行を廣東に自立す」［外務省在

香港総領事館１９１２g］。

（注２２） もっとも，李�堂とその支持者達が広東

省財政への関与から財を得た形跡を考慮すれば，皮

肉にもこれは真実であった。

（注２３） 香港－上海間為替とは，両地を介して華

南－華北・東北間の為替をつなぐ金融的動脈であっ

た。

（注２４） 一方で１９世紀後半から上海に居住した広

東系は「粤商集団」と称される別の系列であった。「粤

商集団」と「省港財団」の間には，協力関係と同時

に微妙な対立関係もあった［李２００２，１１０―１１３］。

（注２５） しかし上海において，広東系 「省港財団」

の機関銀行であったことは，時に政治的対立も巻き

込みながら，上海地場の淅江系財閥とも微妙な対立

関係を形成していた。『銀行通信録』（５４６号，１９３１年

７月，８６ページ）は次のように伝えている。

今回の広東独立は蒋介石系対胡漢民の勢力闘

争と目さるる外一面唐紹義氏に率いらるる広東

財閥，華僑財団等の淅江財団に対する対抗とも

みられ居るが，果然最近に至り廣東財閥の上海

に於ける策動喧伝さるるに至れり。即ち在上海

廣東系巨商就中三大百貨店を始め各種会社，商

店が廣東銀行，香港国民銀行等の上海支店を通

じ独立事件発生以来今日迄約六千万元の各種内

国公債の投売を開始し其の暴落を以て南京政府，

中央銀行等を混乱せしめんとするに至れりと云

うにあり。而して宋子文氏は之が対抗策として

防戦買に努め其の額既に二千万元に達せりと称

せらる

以上からは，廣東銀行が広東系郷党財閥の旗艦銀行

として，１９３０年代には国民党内広東派政客を支援す

ることで政治にも関与すると同時に，その関係から

上海公債市場で活発な投機的取引を繰り広げていた

ことがうかがわれる。

（注２６） 台湾銀行調査課（１９１９）には支店所在地

にボンベイが含まれているが，廣東銀行に関するそ

の他資料からはこれを確認できない。少なくともボ

ンベイに支店が開設されるメリットの側面から考え

れば，実際は代理店であったと思われる。

（注２７） この他の支店としては，１９３３年１１月に広

東省台山に支店を開設している。

（注２８） 一方で，一部銀行の投機失敗による破綻

などは，華人系銀行全体への信用毀損という悪循環

を引き起こした。たとえば外国為替投機の失敗か

ら，１９２４年に華商銀行が破綻した際，他の華人系銀

行からも外国銀行に預金が流出しただけでなく，外

国銀行１０行が一致して華人系銀行の外国為替売買決

済に制限を加え，深刻な対立に発展した。これはそ

れまで午後１回の決済であったものを，午前中に売

買した為替の決済を当日午後１２時までに帳簿を閉め

て午後１時までに全額決済する半日決済とし，さら

に現金決済あるいは票據交換所の支払可能証明を差

し出すというものであった。この通告は，華商銀行

がチャータード銀行および横浜正金銀行との取引で

各１２万５０００米ドル，２万５０００米ドルの決済不能に陥

廣東銀行の興亡
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ったためであるが，華人系銀行側は強力な反対運動

を展開した（『銀行週報』１９２４年７月１５日）。

（注２９） 当時の華商社会ではリテール市場が未成

長で，銀行の主要顧客は商人であった。しかし，華

商は帳簿振替決済の相対決済が一般的で，また金融

サービスの需要があっても，柔軟で利便に優れた銀

号を多用した。これは銀行が担保主義などの対物信

用を前提としたのに対し，銀号が華商社会の対人信

用を基本に華商に適した金融サービスを提供してい

たためである。また大手銀号は銀行買弁を通じた外

国銀行との関係から，その金融機能も利用可能であ

った。これら銀号の地位は，銀行が資本・組織の規

模だけで容易に奪えるものではなかった。このよう

に華人系銀行は，在来金融機関である銀号や他行と

の競争的環境にあり，また基本的には自らが華商社

会で背景とする人脈や商業圏に依存していた。この

ため銀行経営の基本である「対物信用」を前提とし

た金融，その遂行・運用に必要な制度的枠組・組織

重視の姿勢は，影響を受けざるを得なかった。華人

系銀行の対物信用に基づく金融は，従来の対人信用

に基づく金融の問題点を補うものではあったが，華

商社会では自ずと限界があり，恒常的な高預金金利

・低貸出金利による利鞘の縮小，不明朗な融資審査

基準などの問題を抱えていた。

（注３０） 広東系華商の合股における一般的慣習で

は，出資分としての「股」には固定利息である「官

利」が付けられていた。しかしこの通常配当が，収

益状況にかかわらず一定率の配当を常に要求される

ものであったのかは，現在の資料からは確認が不可

能である。

（注３１） 公会は中國銀行香港支店長の貝祖詒が，

各銀行の最高責任者による情報交換を目的に設立を

提唱。１９２１年には中國銀行香港支店，廣東銀行，東

亜銀行，國民商業儲蓄銀行，鹽業銀行香港支店，華

僑銀行香港支店の６行が会員となる［香港華商銀行

公會２００２］。

（注３２） 同時期，香港上海銀行も同じような動き

をみせている。［安冨２００３］によれば，香港上海銀

行は第１次大戦前までは“even keel”と呼ばれた経営

戦略により，金建ての調達資金は金建てで運用し，

銀建ての調達資金は銀建てで運用する，という資金

構造を有していたが，両大戦間期には銀建てで調達

した資金をポンド転換し，ロンドンにてイギリス国

債で運用する構造となっている。これは，当時銀建

ての運用の収益が十分ではなくなっていたことを示

していると思われる。

（注３３） 兄弟銀行として連動してきた両行が容易

に分離したのは，歳月経過による人的関係の疎遠化

も一因と考えられる。少なくとも香港廣東銀行の創

業時点では，両行は資本関係を持たずとも，複数人

物による個人的関係を紐帯として結びついていた。

しかし創業から十数年を経ると，金山廣東銀行の中

心人物であった陸蓬山などは，香港廣東銀行の創業

以降は香港を基盤としており，直接的に金山廣東銀

行の経営には関与していない。また李�堂の金山荘

も，基本的には彼の代で店を閉じており，すでに名

望家・資産家であったその子息たちも香港を基盤と

していた。このため両地間では，個人的関係を紐帯

とした関係に何らかの断絶的変容が発生し，感情的

にも事業的にも次第にそれぞれの思惑が働きやすく

なっていたと考えられる。

（注３４） 「香港に本店を有する廣東銀行桑港支店

は従来州法に依り為替のみの取扱を許可せられ来り

たるが，其の業績の良好なると行務の拡張とに伴ひ

今般州法に基き新規銀行を設立することとなり加州

当局へ之を申請せり」（『銀行通信録』４８２号，１９２６年

３月，１０３ページ）。

（注３５） また１９３０年代に入ると，従来は地理的営

業範囲が華南に限られていた銀号が，上海や漢口な

どの内地に独自の金融網を構築したことも，新たな

競争を促進した。

（注３６）１９３０年から３３年の間，広東中央銀行紙幣

の兌換停止や広東省銀行への大規模な取り付け騒動

が４回にわたり発生している。

（注３７） これに対して上海銀行業界は異なる様相

をみせた。揚子江流域を横軸，大連，天津，香港な

どの南北各地を縦軸に，内国間から流入した資金を

吸収・運用する金融センターでもあった。このため

上海の銀行は流入する潤沢な内国資金に支えられて，

平時は軽工業や公債市場に資金を投じていたが，１９３０

年代前半には政府公債の引き受けや投機から収益を

生み出すことで不況を乗り切っていた。このように
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上海銀行業界が公債市場に資金を集中させた背景に

は，国民政府による公債発行円滑化のための割引発

行政策がある。銀行が公債を引受ける際，公債は額

面から４０～５０パーセントほど割引して発行され，銀

行は市場放出時に相当な利鞘を手にした。たとえば

国民政府が１９２７～３１年に発行した債券総額は１０．５８億

元であったが，実際の国債発行歳入は５．３８７億元であ

り，残りの５．１９３億元は銀行側の利益となった［李

１９９７，２６５―２６７］。したがって同時期であっても香港

と上海では，金融構造の違いから銀行の担った役割，

さらに１９３０年代前半の経済不況に伴う影響が異なっ

ていた。

（注３８） 廣東銀行の不動産関連事業は，すでに１９２０

年代からおこなわれていた。たとえば１９２３年には広

州の政府保有地を額面５５万元で買収するが，実際の

支払額は廣東銀行への「未払利息」を差し引いた２２

万元と「善意の印」の取壊し費用５０００元で，直ちに

８５万元で転売された［Chung１９９８，９５―９６］。これは

「三十人籌餉團」中心メンバー楊西岩の広東省財政

司長在職中におこなわれた，明らかな利益誘導であ

った。

（注３９） もうひとり特筆すべき人物は林炳炎であ

る。林炳炎は後に１９６０年代の香港で最大の華人系銀

行となる「恒生銀行」の前身「恒生銀號」を１９３３年

に創業し，上海では大手信託会社「生大信託公司」

を経営した。「恒生銀號」は１９３７年以降，国民政府に

よる香港での両替業務を独占するが，これは林炳炎

の人脈によるものと言われている［陸・黄１９９７，３６］。

（注４０）１８９８年シドニー生まれ。祖籍は広東省香

山。１９１８年に上海セント・ジョンズ大学を卒業後，

先施公司に入社。１９２９年，上海商業儲蓄銀行頭取の

陳光甫に見出されて銀行業界に入る。１９３４年に同行

香港支店長。後に宋子文の招請で廣東銀行に転じる

［呉１９３７，６１］。

（注４１） こうした動きを反映し，國華銀行（１９３０

年駐在員事務所開設，３８年支店昇格），上海商業儲蓄

銀行（３２年駐在事務所開設，３４年支店昇格），中南銀

行（３４年），金城銀行（３６年），中國國貨銀行（３８年），

南京商業儲蓄銀行（３８年）などの本土系銀行が相次

いで香港に進出する。

（注４２） 当時，宋子文は権勢と財力を背景に，上

海などで積極的に民間企業の乗っ取りを実行してい

た。また宋子文は買収後の廣東銀行を中心に「建粤

財團」と称される資本集団を華南に形成し，「南洋兄

弟煙草公司」などの企業買収を展開する。

（注４３） 注２５で示したように，廣東銀行は国民党

広東派政客を支援し，公債市場で売り方となるなど，

国民政府の財政を預かっていた宋子文とは長らく対

立する立場にいた。したがって宋子文が経営権を掌

握したのは，反対勢力の金融的本山を併呑する意図

があったことも否定できない。

（注４４） 廣東銀行の再建は，順調には進展しなか

った。１９３８年の日本軍による華南侵攻に伴い，宋子

文の華南利権確立という目的が達せられることはな

かった。以降は北米・ハワイ華僑からの救国債券の

募集・送金で活躍するが，１９４１年１２月の香港陥落後

に，「敵性銀行」として日本当局が接収する。戦後は

元の経営者達が再建するが，１９７１年に米系「セキュ

リティ・パシフィック・ナショナル銀行」が買収

し，８８年「セキュリティ・パシフィック・エイジア

ン銀行」に行名変更され「廣東銀行」の名は消滅す

る。１９９３年「バンク・オブ・アメリカ・アジア（美

國銀行［亜洲］）」となり，２００６年には中国大陸系「中

国建設銀行」が香港業務の拡大を目的に買収し，０７

年１月１日に「中國建設銀行（亜洲）」となる。

（注４５） こうした変化は太平洋戦争後に一層顕著

となる。例えば東南アジアから中国まで幅広く支店

網を構築し，そのネットワークを連動・相互作用さ

せる形で多角化した事業を展開していた余東旋財閥

（薬材貿易・販売，金融，鉱山，プランテーション）

や胡文虎財閥（薬品製造・販売，新聞）などは，戦

後にアジア各地で独立した「国家」が形成され，従

来のようなネットワークを介した流通が規制される，

あるいは寸断されると衰退していった。

文献リスト

＜日本語文献＞
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外務省在シンガポール総領事館１９１６．「石井外務大臣
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（政策研究大学院大学研究助手，２００７年５月１０日

受付，２００７年９月１４日レフェリーの審査を経て掲
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